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（要旨）2020 年から始まった新型コロナウイルスの感染拡大は人々の行動を制限し、

生活上に外的変化を与えただけでなく、内面の価値観や死生観にも変化を生じさせた。

秋田県・東京都に在住する計 40名へのインタビュー調査から、2地点に共通して「人

間関係」、「生活の見直し」、「健康意識」、「仕事」、「死生観」に大きな影響を与えたこ

とが分かった。一方で、秋田では感染者特定への恐怖が強く、葬儀の簡素化に対する

戸惑いがあったのに対し、東京では感染者数の多さから「慣れ」の感覚があり、葬儀

の簡素化もスムーズに進んだ。これらの相違は感染状況と地域風土が掛け合わさった

結果と考えられる。 
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１．はじめに 

 

 2020 年から始まった新型コロナウイルスの感

染拡大は人々の行動を制限し、生活上に多大な物

理的影響を与えた。筆者の所属する BSR推進セン

ターでは、「寺院における新型コロナウイルスに

よる影響とその対応に関する調査」を実施し、葬

送儀礼の小規模化・簡素化が進展していることを

明らかにしてきたが、物理的な形式の変化と死生

観の変化がリンクしていることも示唆された。こ

の知見から、新型コロナウイルスの流行は生活様

式の変化を通じて私たちの価値観や死生観など内

面にも深く影響を与えたのではないだろうかと関

心を持つにいたった。 

 また、アメリカ合衆国テネシー州にあるオース

ティン・ピー州立大学の広野達教授より、新型コ

ロナウイルスの感染状況が異なる国の影響の差異

を調査したいとの提案があり、本研究チーム 1は

主に日本国内の調査を担当し、広野氏が主にアメ

1 筆者と地域創生学部・髙瀨顕功准教授の 2 名で調査を担

当した。 
2 日米の比較については広野を筆頭著者として Impact of 

リカ国内の調査（日本でも一部調査を実施）を担

当することにした 2。 

 同じ日本国内であっても、感染状況の違いはも

ちろんのこと、地域社会のあり方も異なり、外的・

内的影響を一律に語ることは難しい。そこで、本

チームでは、秋田県と東京都の 2つの地域の在住

者にインタビュー調査を実施し、国内の多様な影

響を把握することを目的とした。2 地域でそれぞ

れ一般 10名、僧侶 10名、計 40名を対象とし、仕

事、家族、人付き合いに対する考え方、死生観、

宗教観などの変化について聞き取りをおこなった。 

 この 2地域を選んだ理由は、秋田県と東京都の

人口動態・感染状況ならびに宗教への結びつき（寺

檀関係）が対照的だからである。秋田県は人口の

一極集中が指摘される東京都に対して、国勢調査

に基づく人口減少率が 5回連続で全国最大という

状況にある（2024 年 1 月 1 日時点で東京都人口

13,911,902人、秋田県人口 924,620人）。2023年

5 月 8 日時点での感染者累計 203,791 人、死亡者

COVID-19 on Japanese Buddhist Communities in Japan 

and USAを Journal for the Scientific Study of 

Religionに投稿中である（2025年 2月 15日現在） 
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数 604 人と感染状況は国内では低水準といってよ

い。一方、東京都は新型コロナウイルスが 5類感

染症に移行した 2023 年 5 月 8 日時点で、感染者

累計 4,386,904人、死亡者数 8,124人と国内最多

の感染状況にある。 

また、秋田県は比較的寺檀関係が密であり、葬

送儀礼も伝統的な方法が守られている地域である。

対して東京都は葬送儀礼の簡素化・小規模化が顕

著で寺檀関係も希薄と言われる地域である。 

なお、新型コロナウイルスが価値観など内面に

与えた影響については、学生を対象とした調査研

究が散見されるものの、広く市民を対象としたも

のは管見では松平泉 3によるもの以外は見つけら

れなかった。 

 

２．調査概要 

  

 調査期間は 2022 年 5 月から 9 月、対象者は機

縁法に基づいて選出し、zoomもしくは対面での半

構造化インタビューを実施した。対象者の属性は

以下の通りである。 

①秋田県・一般：男性 4人・女性 6人、30代 4人・

40代 1人・50代 3人・60代 1人・70代 1人 

②秋田県・僧侶：男性 10 人・女性 0 人、30 代 8

人、40代 2人 

③東京都・一般：男性 4人・女性 6人、30代 3人・

40代 2人・50代 2人・60代 1人・70代 1人 

④東京都・僧侶：男性 9人・女性 1人、30代 1人・

40代 4人・50代 5人 

なお、本調査は、大正大学研究倫理審査委員会

の承認を受けている。（承認番号：22－2号） 

 

３．秋田と東京の共通点  

 

2地域に共通して見られた変化は、「人間関係」、

「生活の見直し」、「健康への意識」、「仕事への影

響」、「死生観」であった。 

 

 

3 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/tohoku

（１） 人間関係 

対面でのコミュニケーションの減少という外的

変化はもちろんだが、会うべき人＝大事な人とい

うように優先順位が明確になり人間関係を整理で

きたというポジティブな意見が目立った。 

 

「『自分にとって、より大事な仕事、人は何か』と

いうことに、すごく気が付かされた」（秋田一般・

女性・70代） 

「より一層、深く人と触れ合おうとか連絡し合お

うと思う人と、要らない人はもう切っていったら

いいよねって。（中略）そこはある意味、もうドラ

イになったというか。もう連絡来ないし、この人

の連絡先はいいかなって、今回、ぱっぱって切っ

た場合もありました」（秋田僧侶・男性・30代） 

「職場の人間関係ももちろんそうですけど、これ

は必然的に行かなくてもいい場所というか、行か

なくてもいい付き合いみたいなものに行く必要が

なくなったというか、断りやすくなったというか、

整理したっていう部分は一つあったと思います。

反対に、いわゆる整理をした中で大事な人間関係

なんだなっていうふうに思った方に対しては、コ

ロナ禍以前よりも連絡を取る機会というのは増え

た気がしています」（東京一般・男性・30代） 

「自分にとって、よりつながっていたい人が明確

になったし、自分にとって関わっていたい人がは

っきりしたので、それはよかったなと思う」（東京

僧侶・男性・40代）  

 

（２） 生活の見直し 

自粛生活のなかでこれまでの家族関係を再考し

たり、ワークライフバランスをコロナ前に比べて

プライベートに重きを置くようになったり、生活

の外的変化にともない、価値観に変化が生じてい

る様子がうかがえる。 

 

「（自粛生活で）やっぱり一緒にいて、ぎすぎすす

る機会があった。そういうのって今まで外で発散

して解決してたところだったと思うんですけど、

univ-

press20211125_02web_belief.pdf?utm_source=chatgpt.com 
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そもそもそれは家族の内側で向き合わなきゃいけ

ない問題だったのかなというふうになって。それ

に対して何か解決策が見つかったかというわけで

もないんですけども、そういう面では、ちょっと

考え方が変化したかなと思います」（秋田僧侶・男

性・30代） 

「例えば 2018年とか 2019年に比べると、今は仕

事の仕方を変えていて、手を抜いてるというわけ

ではないんですけれども、10・0ではなくて、やは

り 5・5であったりとか、時には少し家庭のほうに

重きを置くというのを、『その時々に応じて、ちょ

っと力配分を変えなきゃいけないのかな』という

のは思いました」（東京一般・男性・30代） 

「コロナがなかったら得られなかった家族との時

間みたいなものがもらえるから、なんかコロナに

感謝する自分もいるんです」（東京一般・男性・40

代） 

「やっぱり何とも無駄な会議とか無駄な飲み会が

多かったんだなというのを感じますよね。今、す

ごい楽だなと思う。会議とかやっても、その後に

懇親会がありましたけど、今は会議終わったら、

すぐ帰れたり、家で Zoomで済んじゃうと、ものす

ごいやっぱ楽です」（東京僧侶・男性・40代） 

 

（３） 健康への意識 

感染対策や自粛生活による運動不足対策からの

身体的な健康志向のほかに、精神的健康の低下に

言及する回答も共通して見られた。 

 

「やっぱり高齢の方との行き来が多いので、自分

が下手に動いてしまうと、自身よりも他の方に迷

惑を掛けるっていうのが多いので、うちにこもっ

てしまう。やっぱりストレスっていうのはあると

思います」（秋田僧侶・男性・40代） 

「特に病気とかではないと思うんですけど、ずっ

と『ああ、コロナだしな』みたいな気持ちが何と

なくボワーッとあって、なんかちょっとうつうつ

としがちというか、何ていうんですか、生活全体

に膜がかかるみたいな感じで常にコロナがあるな

って」（東京一般・女性・30代） 

 

 

（４） 仕事への影響 

 対面を主とする職業の場合には、直接的に影響

を受けており、それは僧侶も例外ではなかった。 

 

「うちのほうでは毎日平均で 5～6 軒ぐらいの檀

家宅を毎日回るので、私が一番かかるリスクがあ

るのかなというのがある。お会いするのは特に高

齢者の方々なので、一応、会話はするようにはし

てるんですけど、お茶とかは一切いただかないよ

うにしたりとか」（秋田僧侶・男性・30代） 

「法事が本当にないです、めちゃくちゃ。うちに

駐車場がなかったら本当に倒産してんじゃないか

というくらい」（東京僧侶・男性・40代） 

「毎日 9時 5時で必ず出勤しなければ、お勤めは

できないなと思っていたんですけれど、ベッドか

らできる仕事なんて限られてしまうと思ってたん

ですけど、比較的、自宅からもできることがあっ

た」（東京一般・女性・50代） 

 

（５） 死生観 

 死をより身近に感じるようになったり、面会禁

止のなかで死んでいくことはどういうことなのか

と考えたり、死について考えるようなったという

意見が見られる。僧侶も、元々持っていた死生観

は揺るがないものの、死を一層リアルなものとし

てとらえるようになっている。また、一般人の死

生観の変化を感じたという僧侶の声もあった。 

 

「檀家さんが大きな病気をして、コロナのために

病院で手術ができず、症状が悪化してしまった。

病院に入ってしまうと、会いに来てくれる人もい

ないですし、面会もできませんから、そういう状

況になるのが、とても寂しいということで、最後

は入院せずに自宅でお亡くなりになった。自分が

もう長くないという時に、周りに誰もいてくれな

くなる、孤独だったと思います」（秋田僧侶・男性・

40代） 

「コロナ患者が出た家は、ちょっと終活というか、

皆さん焦っている。お墓にしろ、そういうところ

を整理したいという話はよく聞きます。（中略）あ

と、コロナだからということで家族葬も増えまし

たので、やっぱ世間の人が、だいぶ後悔している。
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死に関して、すごい身近なものだということに一

部の人は気付いてくれたのかなとは思いますよね。

より仏教とか宗教に関して、興味を持ってくれる

人は増えたのかなと」（秋田僧侶・男性・30代） 

「死が近くなったというのは、このコロナ禍で、

ちょっと思うところはありましたね」（秋田一

般・男性・30代） 

「なんか死って身近にあるんだなという気はして

います。あんまり知り合いが亡くなったってこと

がなくて、ほんとに死んじゃっても会えないこと

があるのかもというようなのは突き付けられた気

はします」（東京一般・女性・30代） 

「身近で、都内でもお別れできないみたいなこと

がもう自分の目の前でリアルに起きてきてたので。

さらに人はすぐ、いつ死ぬか分かんないというこ

とと、やっぱりお別れをきちんとできないという

ことのつらさというのが何となく、よりリアルに

なった」（東京僧侶・男性・40代） 

 

４．秋田と東京の相違点  

 

続いて、秋田県と東京都の新型コロナウイルス

による影響の違いを見てみたい。 

 

（１） 新型コロナウイルスへの恐怖感 

（ａ）秋田県 

・初期は感染者が少なかった分、「かかったら村八

分になる」という恐怖感が強かった。 

・感染者が特定されるような環境があり、噂が広

がることを懸念する人もいた。 

 

「結構、最初はひどかったです。もう本当に特定

されるので、個人の家も。そうすると、その家族

の人たちが学校に行ってる、会社へ勤めてるとい

うところまで全部、特定されて、学校にも行けな

くなって。そのお母さんがパートしているお店。

お父さんは公務員なんだけど、もう、みんな辞め

なきゃいけなくなった、引っ越ししたとか。それ

もうわさですよ。だから、それが本当か、うそか

分からないけど、全然、関係ない私たちにまで全

部、うわさが広まるんです。（中略）他県のナンバ

ーの車、走っているじゃないですか。そうすると、

『秋田在住です』って貼っているんですよ」（秋田

一般・女性・50代） 

「一時期は感染者が一日 300 人、400 人いたんで

すけども、もうそこまで行けば『自分、かかって

もしょうがないか』感は出るんですが、最近、ま

た 50人とか 60人まで減っているんで、そうなる

とまたひと昔前みたいに、かかるのが嫌になって

はきちゃいます」（秋田一般。男性 40代） 

「いわゆる特定ですよね。犯人探しじゃないです

けど、お参り回っていくと、最初はどこそこの誰

らしいという話だったのが、次のお宅に行くと、

どこの学校の生徒さんだとかって。次に出るのは、

そこの親御さんがこういうことしていたから家族

にうつったんだとか。しまいに、どんどん関係な

い話に膨らんでいったので、いわゆる今、言われ

るコロナ差別ですよね。それのもう本当に始まり

を目の当たりにしていたというか。これ、田舎だ

から故に、やっぱり話の伝わるスピードが速いで

すし、特定もされやすいので。そこにわれわれ和

尚がお茶飲み話の中で話に全部同意しても、その

差別を助長するというか、そういう危惧がありま

した」（秋田僧侶・男性・40代） 

「かなりの最初の段階で、感染者が出た時には、

もうすぐにどこどこの誰だみたいなうわさが流れ

て、その人の家には石投げられただの何だのみた

いな。後から聞くと、そういうことはなかったら

しいんですけども、そういう誹謗中傷まがいのう

わさがうわさを呼んでみたいなことはありまし

た」（秋田僧侶・男性・30代） 

「私、例えばお檀家さんのお宅に月命日にお参り

に行くんですけども『東京行ってきたの？』とか

『県外に行ってきたの？』と、すごい敏感な人が

いるんです、いまだに。私も、その方には『ちょ

っと東京行ってきたから 2週間会えませんね』み

たいなことになってしまうんです」（秋田僧侶・男

性・40代） 

 

（ｂ）東京都  

・感染者数が多く、新型コロナウイルスに対する

恐怖はあったが、身近に感染者がいることが当

たり前になっていた。 

・「どこにでもコロナ患者がいる」という認識が
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あり、特にオミクロン株以降は「かかるのは仕

方がない」という感覚も広がっていた。 

 

「デルタ株にかかった人とオミクロン株にかかっ

た人は、全然、そこの価値観が違うと思います。

デルタ株は死に直面してると思います。僕とかは

別にオミクロンだから、インフルエンザみたいな

もんなんです。オミクロンも喉、2 日ぐらい痛く

て、頭も痛かったけど、仕事を 2週間、休んで、

子どもと遊んで楽しんで、全然、死に直面してな

いから」（東京一般・男性・40代） 

「（自身も感染したが）結構、周りも感染者がちょ

くちょくいる。申し訳ないですけど他の方でコロ

ナって聞くと、自分一人じゃないって思えました。

（中略）症状がこれで済むんだったら、そんなに

構えなくていいかなっていうところも正直なとこ

ろではあります。インフルエンザよりも熱は出な

いですし、喉の痛みは強いですけど、風邪以上、

インフルエンザ以下だっていう印象だったので」

（東京僧侶・男性・30代） 

 

（２） 葬儀・供養に対する変化 

（ａ）秋田県 

・もともと葬儀をしっかりやる文化だったが、コ

ロナ禍で急速に簡素化・小規模化が進んだ。 
・僧侶からは「本当にこれでいいのか」という戸

惑い・疑問を持つ声が多く、一般からは「これ

で十分」「仕方がない」という意見も見られる。 
 
「この地域は昔から、亡くなれば町内の人たちが

集まって、お通夜の時に町内の人たちが主体で集

まって弔うんですけども、そういったものもなく

なってきている」（秋田僧侶・男性・30代） 
「やっぱり人数は制限されてきていて、自分のと

こは田舎なので、葬儀といえば近所の人とかも結

構呼ぶ地域なんですけども、それが全くなくなっ

て、家族とその孫ぐらいになってしまったので、

今までの半分ぐらいの人数にはなっちゃったかな

という感じです」（秋田僧侶・男性・30代） 
「私の感覚としてはコロナ以前から、もうかなり

変化はしていた。例えばご葬儀の会食であったり、

いわゆる役僧をお呼びしたりとかというのが、コ

ロナ以前から、かなり減少していた。コロナが起

きたことで大手を振って簡素化できたという考え

方が檀家さんの様子から見て取れた。だからコロ

ナでというよりかは、コロナが最終的な決定打で

はありますね」（秋田僧侶・男性・40代） 
「亡くなった父親が『家族葬でいい』とずっと言

っていて、それをまず、かなえるっていう形にし

たんですけど、家族としてはちゃんとしっかり見

送ってあげてもよかったんじゃないかなという葛

藤とか、すごいあって。（中略）結局、葬儀とか全

て終わった後に、やっぱり会いたかったと来てく

れた方とかがたくさんいたんで、この形でよかっ

たのかな？と思った」（秋田一般・30代女性） 
「今は、ほんとにこじんまりと家族で送るという

のが、秋田では、一番主流というか、一般的なや

り方だと思います。あと、地元の新聞に訃報欄が

あるんですが、昔は何月何日どこどこで葬儀やり

ますみたいなのが普通でした。今はもう、『何月何

日亡くなりました。葬儀は終了しました』みたい

に事後報告的に載せてるのが 9割 9分ぐらいの感

じです。そういう時代、そういう流れになってき

てるのかなというのは、確かにあります」（秋田一

般・男性・50代） 
 
（ｂ）東京都 

・もともと「家族葬」や「火葬のみ」の形式も多

かったため、大きな変化を感じる人は少ない。 
・ただし簡素化が一層進み、通夜をやらない「一

日葬」が増えた。 
 
「前は一日葬とか言われると、いやいやって思っ

ていたけど、コロナでその一日葬に対するハード

ルが自分の中で下がっちゃった。もうこういう状

況だからってなると、そうですねみたいな。（中略）

本当は一日葬を薦めちゃいけないというのは分か

るんだけど、もうしょうがないなという。その方

が、みんな安全だから、そうしましょうみたいな

感じに自分もなっていっちゃったかな」（東京僧

侶・40代・女性） 
「昔だったら『やっぱり法事はやったほうがいい

ですよ』とはっきり言えたんですけど。今は『法

事を行わなくても、そんなに気にする必要はない
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ですよ』というふうに。こういう状況になってく

ると、やっぱりお檀家さんの気持ちの方が優先さ

れるので」（東京僧侶・男性・50代） 
「葬儀って、もっとすごい大変な感じだったじゃ

ない、昔は。昔というか、コロナ前は、親戚にい

っぱい連絡したりいろいろあったけど、『ああいう

のも、もう、しなくていいんだ』と思って。『ああ

いうの嫌だな』とずっと思っていても、『夫が死ん

だ時とか母が死んだ時、そういうの、私がやるの

かな』なんて思っていたのだけど。『あ、家族葬で

いいんだ』『もう簡単でいいんだ』と」（東京一般・

女性・50代） 
 

５．おわりに  

 

40名のインタビュー調査から、秋田と東京の共

通点・相違点を見てきたが、人間関係や生活の見

直しなど価値観の変容が全国的にあらわれており、

感染症の流行による外的変化が我々の内面にも影

響を及ぼしていることが明らかとなった。流行開

始から 2年が経っている時期での調査だったため

か、最初期の混乱を脱し、落ち着いて現状を把握

し、コロナ禍の影響を前向きにとらえる声が多か

ったように思われる。 

2 地点の相違を見てみると、感染状況と地域風

土が掛け合わさった結果として、「新型コロナウイ

ルスへの恐怖感」「葬儀・供養に対する変化」が浮

かび上がってきたと考えられる。ある種のムラ社

会が強く残っている秋田では、感染者数が少ない

が故に感染者が特定されやすい環境にあり、その

ため住民は自身の感染に対して強い恐怖心を抱い

ていた。一方でそもそも人口密集で近隣の人間関

係がドライな傾向にある東京では、感染者数が多

く、いちいち感染者を特定する意識も弱かったの

だろう。 

葬儀・供養については、東京はコロナ以前から

簡素化・小規模化が一般化しており、コロナ禍で

も違和感は少なかった。近隣住民の多数の参列が

当たり前であった秋田では、コロナ対策を口実と

した簡素化・小規模化に戸惑いを覚える人も多か

った。秋田の僧侶からは「20年、30年かけて生じ

るはずだった変化が 3年で来てしまった」という

ような嘆きも聞かれた。 

同一国内であっても、地域により、また職種に

よってコロナ禍の受け止めは異なる側面があり、

コロナの影響を一面的に見ることは注意が必要だ。

また、5 類感染症に移行し、コロナ前の生活にほ

ぼ戻ってきた現在において、本稿で分析した影響

がさらにどのように変化しているのか、丁寧な追

跡も必要であろう。今後の課題としたい。 
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